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１．生成AI活用の初期段階
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2025

東北大学におけるDXプロジェクトの取り組み

20242023202220212020
業務のDX推進
プロジェクト始動

コロナ対応と
共に進むDX

先端技術の
積極的な業務応用

コロナ禍を契機にDXを加速し、
先端技術の積極的な活用で業務改革を継続的にアップデート

生成AIを
大学業務に活用

生成AIの
さらなる応用

• AIチャットボット
• テレワーク制度化
• 電子決裁

• リーガルテック
• メタバース

• AIナレーター
• メタバース

• 全国の大学に
先駆けて
生成AIを導入

• RAGチャットボット
• 生成AI研修
• 内製生成AI基盤

生成AIが
普及

• 生成AIによる
内部監査支援

• エージェント



5内製生成AI基盤（Tohoku University GAI）

・全教職員が安心して利用可能な生成AIシステムを2024年11月より構築・稼働
・AWS社のOSS GenU(Generative AI Use Cases)をカスタマイズして開発

低コスト
利用料：約$3000/月(約1500名利用)

高セキュリティ
・学内専用環境
・全サービスオプトアウト済

多くの高性能LLMを選択可能
Claude4.6 Sonnet/Opusなど



6生成AI導入初期の活用方法と新たな需要

• 汎用業務（議事録作成、一般文書生成 など） 
事前学習データの範囲内で活用可能

• 専門業務（学内固有の知識を要する業務） 
事前学習データだけでは活用困難

生成AIにおける外部データ活用の需要



２．生成AIとデータ活用



8RAGチャットボットの活用

東北⼤学にはどん
なことが学べる

の︖

全学チャットボット
学内約350のWebページから検索して回答

こんなことが学べ
るハギ

この業務はどう処
理する︖

ここの処理はこう
すると
いいハギ

受験⽣や
地域の⽅など

業務マニュアルチャットボット
多様な形式の業務マニュアルを⼀括検索して回答

職員

⼿続きが分からな
いんだけど・・・

ここにアクセスし
て⼿続きするハギ

在学⽣向けチャットボット
学⽣と共同で運⽤し、LINEで情報提供

在学⽣

⼯学研究科の情報
を詳しく知りたい

こんな研究をして
いるハギ

部局チャットボット
利⽤希望部署にもシステム環境を配布し

独⾃のチャットボットを構築

⼊学希望者



9業務特化型AIの実践事例（翻訳業務）

本学のウェブサイトや用語集を参照し
学内特有の組織名や専門用語を反映した翻訳を生成可能

• 事務連絡・メール等の文書作成や英訳を支援
• 文書の下書き作成・構成検討を効率化 
• 学内文書の二言語化を効率化

Create!
Translate!

Demo



10業務特化型AIの実践事例（教員探索）

• 東北大学研究者紹介サイトを検索し、最適な研究者をサジェスト
• URA、産学連携コーディネータのシーズニーズマッチング案作成に活用

共同研究。DEMで、マシン内部の粉体の挙動を調べたい。開発中の

マシンがうまく動作している原因を理論的に解明したいため。

https://www.r-info.tohoku.ac.jp/
https://www.r-info.tohoku.ac.jp/


11生成AI × データ

• RAGや業務特化型AIなど、学内データを活用することで、
事前学習データを超えた応対が可能となった

• しかし、これまでの生成AI活用は、いずれも人間の業務
補助が主であった



３．DXからAIXへ



13AIの脅威的な進歩による役割の変化

AIの脅威的な進歩により、AIの役割が従来の「人間の補助」のみから
 「人間には容易にできないことを担う存在」へと拡張しつつある

事例1  東大・京大入試で首席合格

ChatGPT 5.2 Thinkingが2026年度入試問題で:

東大理科三類503点 / 合格最高点 453点
→ 人間の最高得点者を50点上回って首席

▶東大理系数学満点（前年は38点）
▶京大医学部でも合格者最高点を超過

※ 2024年は全科類で不合格→ わずか2年で首席に到達

事例2  人間が見つけられない脆弱性を発見

Anthropic Claude Mythos Preview（2026年4月）:
▶数千件規模の重大脆弱性を発見（99%が未パッチ）

OpenAI GPT-5.5（2026年4月30日英政府AISI評価）:
▶一部のサイバータスクではMythosを上回る

出典：LifePrompt Inc. 「2026年度東大・京大入試問題をAIに解かせてみた」（2026年4月27日 / 採点協力：河合塾）
Anthropic 「Claude Mythos Preview: Cybersecurity Capabilities Assessment」（2026年4月7日）

UK AI Security Institute (AISI)「GPT-5.5 Cybersecurity Evaluation」（2026年4月30日）



14これからも変化し続けるAI

〜2024年
受動的生成AI
対話チャット、RAG、
業務特化AI

2025年〜
AIエージェント
17%が既に導入済み
60%以上が今後2年以内に

20XX年〜
フィジカルAI
世界モデル

AGI など

▶ Gartner Hype Cycle 2025: 1年で6つの新技術が追加(Physical AI、Embodied AI、MCP など)

▶ Stanford AI Index 2026:「AIは周辺システムが追従できない速度で拡大している」

AIは進化し続け、次々と新技術が登場する
個別の技術すべてに追従するのは困難である

出典:Gartner "Hype Cycle for Agentic AI"(2026年4月) / Gartner "Hype Cycle for AI 2025"(2025年6月)
Stanford HAI "AI Index Report 2026"(2026年4月)



15AIが活きる前提を整える



16DXからAIXへ



17AIXを実現するため



４．AIXの取り組み事例



19AIXの取り組み事例２（研究者検索エージェントアプリ）



20研究者検索エージェントの概要

動作概要
1. 利用者の入力を解析し研究者検索の要否を判断
2. 入力からDB検索方法について検討
3. DBを検索
4. 収集した情報を統合して回答

システム構成概要
• 利用環境：東北大アプリ（スマートフォン）
• LLM：Gemini2.5-Flash
• 検索方法：広域検索と特定の研究者情報を網羅的に収集する２

つのモード
• シングルエージェント
• マルチツール
• 内製ツールベースド（MCP（Text2Cypherなど）は利用せず）
• DBやアプリの管理は複数のエージェントにて実行

さっきの教員探索アプリと何が違うの・・・？



21研究者ナレッジグラフ

各ノードの種類（抜粋）
●研究者
（氏名、所属学会など）
●研究分野（大項目）
（researchmapのコード表に準ずる）
●研究分野（小項目）
（researchmapのコード表に準ずる）
●ワーク
（論文/特許などの種別、タイトルなど）
●アクティビティ
（タイトル、媒体（テレビ、新聞）など）
●プロジェクト
（プロジェクト名、グラント情報など）

研究者ナレッジグラフ（抜粋）

この取り組みで
本当に作りたいのはエージェントではなく

データ！



５．まとめ



23まとめ

1 ダイナミックに変動する大学業務における生成AI活用
基盤モデル活用からRAGなどのデータ活用、AIエージェントなど短期間で大きく変動

2 DXからAIXへ
AIは補助的な役割のみを行うという世界から、人間とAIとが協調する世界への転換

3 本質への投資
変化し続ける技術のみならず、基盤・体制・マインドなどの本質的なものへ投資を行う

本日の講演が、皆様の生成AI活用のヒントとなれば幸いです


